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四
月
か
ら
九
月
の
祭
事
暦

 

四 

月
〇
神
武
天
皇
遥
拝	

四
月
　
三
　
日
（
水
）

〇
御
使
殿
大
御
供
式	

四
月
　
十
四
日
（
日
）

〇
馬
頭
人
大
御
供
式	

四
月
　
十
八
日
（
木
）

〇
宵
宮
祭	

四
月
二
十
一
日
（
日
）

●
古
例
大
祭	

四
月
二
十
二
日
（
月
）

〇
後
宴
祭	

四
月
二
十
三
日
（
火
）

〇
昭
和
祭	

四
月
二
十
九
日
（
月
）

 

五 

月
〇
米
寿
莚
寿
祭	

　
五
月
　
十
一
日
（
土
）

〇
喜
寿
莚
寿
祭	

五
月
二
十
三
日
（
木
）

 

六 

月
〇
御
田
植
祭	

六
月
　
二
　
日
（
日
）

〇
金
婚
莚
寿
祭	

六
月
　
八
　
日
（
土
）

〇
崇
敬
会
会
員
大
会	

六
月
二
十
二
日
（
土
）

○
六
月
古
例
祭	

六
月
　
三
十
日
（
日
）

○
夏
越
大
祓
式	

六
月
　
三
十
日
（
日
）

 

七 

月
〇
九
月
頭
人
差
定
式	

七
月
　
一
　
日
（
月
）

 

八 

月
〇
万
灯
祭
　
　
八
月
三
・
四
・
五
日
（
土
・
日
・
月
）

 

九 

月
○
九
月
古
例
祭	

九
月
　
九
　
日
（
月
）

〇
傘
寿
莚
寿
祭	

　
九
月
　
十
七
日
（
火
）

○
抜
穂
祭	

九
月
二
十
二
日
（
日
）

○
秋
季
皇
霊
祭
遥
拝	

九
月
二
十
三
日
（
月
）

○
池
坊
献
華
式	

九
月
二
十
七
日
（
金
）

○
講
社
大
祭	

九
月
二
十
八
日
（
土
）

 

諸 

祭
○
御
日
供
祭

　
　
毎
日
午
前
七
時
よ
り

○
お
つ
い
た
ち
参
り

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
の
午
前
七
時
よ
り

○
月
次
祭

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日



馬頭人

北
きた

川
がわ

　武
たけ

夫
お

 氏

御使殿

中
なか

溝
みぞ

 柊
しゅう

悟
ご

 氏

昭和12年５月24日生（81歳）
◦住所　彦根市鳥居本町
◦現職　㈱北川鉄工所　会長

平成８年11月29日生（22歳）
◦住所　犬上郡多賀町一円
◦代和ビジネス㈱　勤務

※平成31年１月現在

午
前
八
時
三
十
分

本
殿
祭

午
前
十
時
三
十
分

本
社
出
発

午
前
十
一
時
三
十
分

調
宮
神
社
に
到
着

午

後

一

時

調
宮
神
社
を
出
発

午

後

二

時

本
社
前
を
通
過

（
馬
頭
人
・
御
使
殿
合
流
）

午
後
二
時
三
十
分

尼
子
の
お
旅
所
に
到
着

午
後
三
時
三
十
分

富
ノ
木
渡
し
式

午

後

四

時

尼
子
の
お
旅
所
出
発

午

後

五

時

本
社
到
着
　
夕
日
の
神
事

三
本
杉（
さ
ん
ぼ
ん
す
ぎ
）
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平
成
の
御
代
の
最
後
を
飾
る
古
例
大

祭
が
本
年
も
四
月
二
十
二
日
に
斎
行
さ

れ
ま
す
。

　
本
年
の
栄
え
あ
る
馬
頭
人
は
北
川
武

夫
氏
、
御
使
殿
に
は
中
溝
柊し

ゅ
う

悟ご

氏
が
ご

奉
仕
さ
れ
、
当
日
は
絢
爛
豪
華
な
騎
馬

行
列
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
か
ら
脈
々
と
続
く
お
多
賀

さ
ん
の
古
例
大
祭
は
時
代
が
移
り
変
わ

ろ
う
と
も
、
湖
国
随
一
の
春
祭
り
と
し

て
斎
行
さ
れ
続
け
ま
す
。

2

祭
事
だ
よ
り



三
月
十
七
日
、
恒
例
の
祈
年
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
東
近
江
市
豊
椋
地
区
大
世
話
係 

戸
嶋
滋
一
氏
が
祈
年
使
を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

豊
年
講
春
季
大
祭
祈
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

�
祈
年
使
　戸と

嶋し
ま

　
滋し

げ

一か
ず

　
今
年
は
平
成
最
後
の
祈
年
祭
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
に
収
穫
さ

れ
る
初
穂
の
豊
作
を
祈
る
重
大
な
祭
典
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
年
回
り
に
大
役
を
頂
い
た
こ
と

は
人
生
の
中
で
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　
お
多
賀
さ
ん
と
私
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
結
婚
式
を
挙
げ
さ
せ
て
頂
き
、
昨
年
は
金
婚
式
に

も
お
招
き
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
還
暦
の
豆
ま
き
奉
仕
、

崇
敬
会
を
通
じ
て
誕
生
祝
い
な
ど
私
の
生
活
に
は
い
つ

も
お
多
賀
さ
ん
が
あ
り
、今
回
の
大
役
も「
ご
縁
で
あ
る
」

と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
正
月
に
は
、
妻
と
三
人
の
息
子
夫
婦
、

六
人
の
孫
達
と
共
に
初
詣
に
訪
れ
、
大
神
様
の
「
ご
縁
」

を
家
族
皆
が
頂
き
、
日
々
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
は
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
健
康
長
寿
の
お
多
賀
さ
ん
の
ご
縁
を
頂
く
私
自
身
、

七
十
七
歳
を
迎
え
る
今
で
も
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
で
の

生
涯
学
習
、
寺
社
庭
園
の
剪
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

従
事
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
中
で
も
五
年
前
か
ら
習
い

始
め
た
「
竹
燈
籠
作
り
」
を
趣
味
と
し
、
教
室
の
仲
間

と
作
品
作
り
に
勤
し
み
毎
日
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
皆
様
に
ご
指
導
頂
き
な
が
ら
豊
年
講
員
の
代

表
と
し
て
精
一
杯
ご
奉
仕
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

三
本
杉（
さ
ん
ぼ
ん
す
ぎ
）
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本
社
よ
り
六
キ
ロ
程
離
れ
た

地
に
「
三
本
杉
」
と
称
さ
れ
る

ご
祭
神
伊
邪
那
岐
大
神
ご
降
臨

ゆ
か
り
の
御
神
木
が
そ
び
え

た
っ
て
い
ま
す
。

　
訪
れ
る
と
そ
の
地
に
ふ
さ
わ

し
い
大
変
神
秘
的
な
場
所
で
あ

り
ま
す
。

　
車
で
の
ア
ク
セ
ス
は
可
能
で

す
が
、
狭き
ょ
う

隘あ
い

な
山
道
に
な
り
ま

す
の
で
、十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

祈
年
祭
（
豊
年
講
春
季
大
祭
）

3

祭
事
だ
よ
り



平
成
元
年

御
朔
日
詣
り
開
始

平
成
二
年

大
口
善
有
宮
司
就
任

ご
大
典
奉
祝
行
事

平
成
六
年

参
集
殿
改
修
工
事
完
了

平
成
九
年

中
野
幸
彦
宮
司
就
任

平
成
十
三
年

崇
敬
会
創
立
三
十
周
年
記
念
大
祭

平
成
十
八
年

「
多
賀
大
社
社
殿
十
一
棟
・
奥
書
院
障
壁
画
二
十
七
面
」 

多
賀
町
文
化
財
に
指
定

平
成
十
九
年

本
殿
遷
座
奉
祝
祭
に
天
皇
陛
下
よ
り
幣
帛
料
下
賜

本
殿
遷
座
祭

本
殿
遷
座
奉
祝
祭
斎
行

ご大典
奉祝行事

御朔日御幣

本殿遷座祭

お
多
賀
さ
ん

平
成
三
十
年
の
あ
ゆ
み

今
上
陛
下
が
御
即
位
三
十
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

日
本
国
民
と
し
て
大
変
め
で
た
い
事
で
こ
の
上
な
い
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。

来
る
、
五
月
一
日
に
は
御
譲
位
が
行
わ
れ

新
し
い
時
代
が
幕
を
開
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

◆

譲
位
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
月
三
十
日
（
火
）

退
位
礼
正
殿
の
儀

◆

践
祚
の
式
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
月
一
日
（
水
）

剣
璽
等
承
継
の
儀

賢
所
の
儀

皇
霊
殿
神
殿
に
奉
告
の
儀

即
位
後
朝
見
の
儀

◆

即
位
礼
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

十
月
二
十
二
日
（
火
）

高た
か
み
く
ら

御
座
に
登
ら
れ
、
内
外
に
即
位
を
宣
明
。

◆

大
嘗
祭
………
…
…
…
…
…
…
…
十
一
月
十
四
日
・
十
五
日
（
予
定
）

天
皇
御
一
代
に
一
度
行
わ
れ
る
祭
祀
。
悠ゆ

紀き

・
主す

基き

の
国
の
お

米
を
は
じ
め
、
全
国
の
各
都
道
府
県
よ
り
特
産
の
農
水
産
物
が

お
供
え
さ
れ
ま
す
。

�

※
日
付
は
一
部
報
道
に
よ
る
予
定
も
含
み
ま
す
。

天
皇
陛
下 

御
譲
位
・
御
即
位 

御
事
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平
成
二
十
三
年

木
村
光
伸
宮
司
就
任

崇
敬
会
創
立
四
十
周
年
記
念
大
祭

高
円
宮
久
子
妃
殿
下
ご
参
拝

平
成
二
十
四
年

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
奉
祝
事
業 

「
親
子
神
様
詣
り
」
開
始

神
仏
合
同
国
家
安
泰
世
界
平
和
祈
願
祭
斎
行

全
国
多
賀
さ
ん
ま
つ
り
斎
行

平
成
二
十
六
年

官
幣
大
社
列
格
百
年
記
念
祭

平
成
二
十
七
年

犬
上
岳
宮
司
就
任

平
成
二
十
八
年

多
賀
の
杜
整
備
事
業
着
手

東
大
寺
別
當 

狭
川
普
文
氏
ご
参
拝

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

表
参
道
絵
馬
通
　
改
修

平
成
三
十
年

神
輿
庫
屋
根
葺
替
工
事

光とアートで発信する
ブランディング事業開始

表参道絵馬通　改修

神輿庫屋根葺替工事

神仏合同国家安泰
世界平和祈願祭斎行

　　　御代替り、祝日には国旗を掲げてお祝いしましょう。
日 月 火 水 木 金 土
４月 21日 22 23 24 25 26 27

28 29
昭和の日

30
天皇陛下
御譲位

５月１日
新天皇
御即位・改元

２ ３
憲法記念日

４
みどりの日

５
こどもの日

６
振替休日

７ ８ ９ 10 11

※祝日は一部国会で審議中のものも含みます。

◆
譲じ
ょ
う

位い

天
皇
が
皇
太
子
に
皇
位
（
天
皇
の
位く
ら
い

）
を
お
譲

り
に
な
り
、
天
皇
は
上
皇
と
な
ら
れ
、
皇
太
子
が

新
た
な
天
皇
と
な
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
譲じ
ょ
う

位い

」

と
い
い
、
光こ
う

格か
く

天
皇
が
仁に
ん

孝こ
う

天
皇
に
譲
位
さ
れ
て

以
来
、
約
二
百
年
ぶ
り
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

退た
い

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の
儀ぎ

天
皇
陛
下
の
御
譲
位
を
広
く
国
民
に
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
陛
下
が
御
譲
位
前

に
、
最
後
に
国
民
の
代
表
者
に
会
わ
れ
る

儀
式
が
、
皇
居
の
宮
殿
で
行
わ
れ
ま
す
。

◆
践せ
ん

祚そ

の
式

「
践せ
ん

祚そ

」
は
、
天
皇
が
皇
位
に
つ
か
れ
る
こ
と
で
、

践
祚
の
後
、
天
皇
が
そ
れ
を
公
式
に
国
内
や
諸

外
国
に
宣せ
ん

明め
い

（
宣
言
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
）

す
る
こ
と
が
「
即そ
く

位い

」
で
す
。
昭
和
の
時
代
ま
で

は
厳
密
に
区
別
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
の
御み

代よ

替が
わ

り
で
は
、
す
べ
て
を
「
即
位
」
と
し
て
い
ま
す
。

改
かい

 元
げん

新
し
い
天
皇
の

御
代
に
な
る
と
元
号
が

改
め
ら
れ
ま
す
。

か
つ
て
は
御
代
替
り
以
外
に
も
様
々

な
機
会
に
改
元
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

明
治
以
降
、
皇
位
継
承
が
あ
っ
た
時
に

限
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

よ
っ
て
元
号
は
、
と
き
の
天
皇
の
御
代

を
表
象
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
元
号

は
、
良
い
意
味
を
持
つ
二
字
を
用
い
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
の
理
想
と

し
て
相
応
し
い
字
が
充
て
ら
れ
ま
す
。
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◆
愛
荘
町

小
泉
　
勝
敬

上
林
　
豊
美

北
村
　
豊
子

吉
岡
　
清
美

◆
近
江
八
幡
市

島
上
　
　
豊

深
井
　
幸
一

南
　
　
善
昭

中
江
　
吉
治

辻
　
　
正
隆

垣
見
　
哲
夫

川
部
　
善
明

川
部
　
　
明

成
田
　
忠
夫

坂
本
　
信
之

畑
　
与
史
伸

溝
井
　
秀
次

◆
甲
賀
市

藤
橋
　
忠
史

福
井
　
治
夫

西
宮
　
久
雄

原
田
千
加
子

北
川
　
貢
次

北
川
　
正
恵

◆
長
浜
市

坂
東
　
政
博

清
水
　
義
康

中
川
　
隆
司

四
塚
　
善
弘

柴
田
　
善
成

柴
田
富
美
子

伊
藤
　
弘
之

田
嶋
　
孝
志

小
林
　
　
彰

赤
川
　
顕
次

四
居
　
雅
生

中
村
　
匡
志

樋
口
　
昌
弘

那
須
　
賢
三

坂
東
　
俊
孝

岩
崎
　
昌
司

山
口
　
善
博

宮
田
　
和
憲

柳
田
　
正
文

山
本
　
助
幸

野
洲
　
寿
昭

杉
田
　
房
一

北
川
　
　
太

⻆
川
　
茂
孝

丸
岡
　
昭
浩

嶋
﨑
　
則
子

藤
田
　
彦
雄

長
谷
川
　
要

馬
場
　
博
行

橋
本
　
善
美

大
塚
耕
太
郎

川
瀬
　
良
次

中
川
　
広
実

川
瀬
　
秀
樹

落
合
　
哲
也

前
川
　
勇
治

岡
田
　
豊
彦

岡
田
　
恵
子

藤
井
　
国
宏

◆
東
近
江
市

小
沢
　
　
真

村
林
　
清
茂

澤
　
　
　
貢

澤
　
さ
と
み

村
林
　
一
寿

大
野
　
修
弘

谷
口
喜
太
郎

谷
口
　
房
美

柚
木
記
久
雄

柚
木
　
静
恵

◆
米
原
市

滝
本
　
　
登

嶌
田
　
恒
一

木
村
　
雅
樹

西
澤
　
昌
人

西
澤
　
昌
弘

戸
田
　
　
亙

須
戸
　
郁
生

須
戸
　
千
明

林
　
　
典
子

村
田
　
松
男

◆
守
山
市

金
森
　
昭
彦

◆
栗
東
市

山
田
　
秀
幸

中
野
　
利
弘

園
田
　
孝
司

家
森
　
康
和

玉
木
　
正
生

藤
森
　
政
次

西
出
　
紀
子

◆
甲
良
町

尾
本
　
喜
吉

◆
多
賀
町

山
本
　
　
巌

野
村
　
　
仁

中
嶋
　
孝
子

大
久
保
喜
久
夫

神
鳥
　
幹
彦

小
菅
　
邦
彦

小
井
戸
善
光

◆
知
多
市

加
藤
　
順
也

◆
豊
郷
町

野
村
　
治
正

広
瀬
　
高
規

西
山
　
康
博

西
山
　
康
子

雨
森
　
秀
隆

吉
内
　
雅
子

髙
山
甚
一
郎

冨
永
　
喜
弘

本
野
　
宇
市

草
野
　
　
隆

松
﨑
　
　
靖

宮
部
　
長
二

石
光
　
文
博

川
並
　
　
薫

山
田
　
昌
宏

多
賀
　
長
人

多
賀
　
輝
実

多
賀
　
健
次

藤
森
　
善
弘

木
原
　
邦
彦

押
谷
　
小
助

北
川
　
厚
士

中
島
　
　
基

清
水
　
正
人

河
瀬
　
隆
洋

千
田
　
浩
明

中
川
誠
一
郎

河
瀬
　
　
均

杉
山
　
佳
弘

村
林
　
　
都

井
口
　
嘉
久

小
西
　
順
二

富
永
　
繁
紀

◆
彦
根
市

藤
野
　
　
功

馬
場
　
将
博

元
持
　
　
誠

元
持
　
真
弓

福
原
　
康
広

北
川
　
　
忍

棚
橋
　
勝
道

馬
場
　
完
之

嶋
津
　
茂
昭

◆
日
野
町

吉
澤
　
郁
一

山
本
　
　
博

坂
田
　
　
彰

坂
田
千
賀
子

清
水
　
和
子

藤
澤
久
美
子

久
野
　
依
子

奥
井
　
幸
三

田
中
　
義
信

中
野
　
孝
男

松
井
　
正
幸

◆
竜
王
町

若
井
　
幸
司

山
田
　
清
広

竹
村
　
直
樹

川
嶋
　
健
市

山
添
　
信
男

島
田
伊
久
三

島
田
　
典
子

石
田
　
宣
幸

二
月
三
日
、
恒
例
の
節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

福
豆
ま
き
は
、
め
で
た
く
還
暦
を
迎
え
た
一
五
九
名
の
年
男
・
年
女
が
ご
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

奉
仕
者
ご
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

❖ 

御 

礼

福
豆
奉
納
　
　
　
　
神
﨑
　
治

鬼
神
楽
奉
納
　
　
　
因
原
神
楽
団
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境
内
に
二
ヵ
所
あ
る
車
進
入
路
の
鉄
扉
門
が
景
観
に
合
っ
た

木
調
の
門
に
改
修

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
工
事
も
多
賀

の
杜
整
備
事
業
の

一
環
で
、
太
閤
橋

周
辺
か
ら
始
ま
っ

た
同
事
業
は
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て

順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。

　
車
戸
川
の
石
積
は
文
化
年
間
（
江
戸
時
代
後
期
）
の
施

工
と
推
測
さ
れ
、
石
玉
垣
は
昭
和
大
造
営
時
の
整
備
、
補

修
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
社
の
歴
史
と
共
に
流
れ
る

清
流
を
支
え
て
き
た
河
川
壁
は
、

現
在
経
年
劣
化
に
よ
る
崩
落
が

危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

度
、
多
賀
町
の
有
益
な
景
観
を

守
る
た
め
、
町
か
ら
の
助
成
も

得
て
御
代
替
わ
り
奉
祝
事
業
の

一
環
と
し
て
、
三
ヶ
年
に
渡
る

修
復
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
浜
松
市
の
植
木
神
社
奉
賛
会
よ
り
南
天
の
木

が
昨
年
と
今
年
で
計
百
本
奉
納
さ
れ
、
境
内
各
所
に
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。
植
木
神
社

に
は
当
社
の
ご
祭
神
が
ご

分
霊
と
し
て
お
祀
り
さ
れ

て
お
り
、
長
き
に
亘
り
ご

縁
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

赤
く
染
ま
っ
た
南
天
の
実

は
冬
の
境
内
に
彩
り
を
添

え
、
参
拝
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

車
進
入
路
鉄
扉
門
改
修

南
天
植
樹
奉
納

名
神
多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー（
仮
称
） 

事
業
が
許
可
さ
れ
る 

車
戸
川
側
壁
石
積
並
び
に

石
玉
垣
修
復
工
事

　
多
賀
町
や
近
郊
自
治
体
の
長
期
に
わ
た
る
働
き
か
け
が
こ
の

度
実
を
結
び
、
昨
年
夏
、
名
神
高
速
道
路
に
多
賀
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
開
設
す
る
事
業
許
可
が
国
土
交
通
省
に
認

可
さ
れ
ま
し
た
。
供
用
開

始
は
四
年
後
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
同
イ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
る
と
当
社
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
大
変
便
利
に
な
る
こ

と
か
ら
大
い
に
期
待
を
し

て
い
ま
す
。

　
訃
　
報

　
　
　
　
　
　
多
賀
大
社
宮
司
　
故

犬
上
　
岳 

儀
　

　
犬
上
宮
司
は
平
成
二
十
七
年
四
月
よ
り
、
宮
司
に
就
任
し
精
励
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
病
に
よ
り
、
去
る
一
月

二
十
二
日
逝
去
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
謹
ん
で
お
知
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
犬
上
宮
司
は
昭
和
二
十
三
年
に
多
賀
の
地
に
生
ま
れ
、
四
十
六
年
國
學
院
大
學
を
卒
業
し
、
同
年
和
歌
山
県
、
熊

野
那
智
大
社
に
て
神
職
の
道
を
歩
み
始
め
、
四
十
八
年
に
は
兵
庫
県
、
長
田
神
社
に
転
じ
、
五
十
六
年
に
故
郷
の
多

賀
大
社
に
奉
職
し
、
爾
来
四
十
年
余
り
神
勤
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
司
就
任
後
は
特
に
将
来
を
見
据
え
て
神
社
運
営
管
理
に
重
き
を
置
き
、「
多
賀
の
杜
」
整
備
事
業
や
各
組
織
事

業
の
改
革
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
志
半
ば
で
の
逝
去
は
心
残
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
当
社
一
の
達
筆
家

で
あ
り
、
書
き
物
を
一
手
に
担
っ
て
お
ら
れ
、
素
晴
ら
し
い
書
の
数
々
を
残
し
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
葬
儀
は
近
親
者
の
み
の
密
葬
に
て
行
わ
れ
、
多
賀
大
社
葬
を
三
月
二
十
日
に
執
り
行
い
ま
す
。

307

８

306多賀スマートIC

彦根IC彦根駅

JR東海道線

（仮称）

湖東三山
スマートIC

琵琶湖

名
神
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多
賀
の
杜
か
ら



平成元年より平成30年までの社報多賀表紙

金
婚
莚
寿
祭
の
ご
案
内

記

後

集

編　
当
社
に
は
現
在
三
十
九
名
の
職
員
が
奉
職

し
て
い
ま
す
。
平
成
最
後
の
社
報
編
集
に
伴
い

職
員
動
静
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
昭
和
入
社
は
僅

か
二
名
で
、
他
三
十
七
名
は
平
成
入
社
で
あ
り

ま
し
た
。

　
人
の
記
憶
に
は
昭
和
が
鮮
明
に
残
っ
て
い
て

も
、
時
代
は
少
し
ず
つ
更
新
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
千
三
百
年
以
上
続
く
多
賀
大

社
の
歴
史
の
中
で
は
、
そ
れ
こ
そ
一
人
の
職
員

の
奉
職
期
間
は
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
点

の
連
続
が
線
と
な
り
歴
史
と
し
て
更
新
さ
れ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
最
後
を
間
近
に
控
え
、
我
々
職
員
一
同

は
心
新
た
に
多
賀
大
社
の
護
持
運
営
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
は
夫
婦
神
様
を
お

祀
り
し
て
い
る
事
に
因
み
、

結
婚
五
十
年
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
を
ご
案
内
し
金

婚
莚
寿
祭
を
斎
行
し
て
い

ま
す
。

　
本
年
は
六
月
八
日
（
土
）

に
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、

ご
参
列
ご
希
望
の
方
は
神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ご
案
内
状
を
ご
送
付
致
し
ま
す
。

❖
本
年
対
象

　
　
昭
和
四
十
四
年
・
四
十
五
年

　
　
　
ご
結
婚
の
ご
夫
婦
　
　
　

�

℡
〇
七
四
九
（
四
八
）
一
一
〇
一

�

莚
寿
祭
係
ま
で
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